
新座市総合計画審議会（令和４年度第１回）
次第

日時 令和４年４月２２日（金）午後６時 
場所 ＷＥＢ会議

1

１ 開会
２ 基本政策３の修正について
３ 基本政策４ にぎわいと環境が調和するまち【市民生活】
    施策領域 地域活動、産業振興、環境衛生
４ 基本政策５ 安全・安心を実感できるまち【安全安心】
    施策領域 危機管理
５ 閉会
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基本構想の推進のために

全ての取組を進めるに当たって基本とする方向性

基本政策１
[福祉健康]

将来都市像の実現に向けて

基本方向の先に見据える将来像

基本政策２
[教育文化]

基本政策３
[都市整備]

基本政策４
[市民生活]

基本政策５
[安全安心]

基本構想の構成
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２ 基本政策３の修正について
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３ 基本政策４ にぎわいと環境が調和するまち        
                【市民生活】
    施策領域 地域活動、産業振興、環境衛生

４ 基本政策５ 安全・安心を実感できるまち
                【安全安心】
    施策領域 危機管理

4



• 地域で支え合いながら、にぎわいあるまちづ
くりを推進するため、地域コミュニティの活
性化や、幅広い世代が自主的な活動に積極的
に参加できる環境づくりを進めます。

地域
活動

• 豊かで魅力的な地域経済をつくるため、農
業・商業・工業の振興や充実を図ります。ま
た、誰もが安心して暮らせる消費者被害のな
い環境づくりに向け、情報発信や啓発、相談
体制の充実に努めます。

産業
振興

• 自然環境、生活環境の保全を始め、カーボン
ニュートラルなどの循環型社会の形成に向け
た取組のほか、ごみ減量化、安定的なごみ処
理体制の充実、不法投棄の防止などに取り組
み、環境保全と持続可能な社会の形成を図り
ます。

環境
衛生
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第３章 基本政策
  基本政策４【市民生活】         「基本構想」４６・４７ページ
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 未来の新座市を、誰もが豊かで
快適に暮らすことができるまちに
するためには、人とのつながりを
深め合い、にぎわいと環境が調和
する地域づくりを進めていくこと
が大切です。
 このため、町内会を始めとする
多様な主体による地域活動への支
援を推進します。
 また、都市農業の振興や商工業
者への支援を通じて、地域経済活
動の活性化を図るとともに、都市
基盤の整備等を通じた新たな雇用
の創出に努めていきます。
 さらに、豊かな暮らしを守り次
の世代へと引き継ぐため、環境保
全や循環型社会の促進に向けた取
組を推進します。



• （防災・消防）
• 市民の生命と暮らしを守り、災害に強いまちづ

くりを推進するため、災害発生時に備えた防災
対策や災害発生時に即応できる防災体制の整備
を推進します。

• 市民への防災意識の向上を図るとともに、地域
における自主防災活動の強化に向けた取組を推
進します。また、消防団の機能強化を図るとと
もに、消防水利の充足を図ります。

• （防犯）
• 多様化・複雑化する犯罪から市民の平穏な暮ら

しを守るため、防犯に対する意識啓発や地域に
おける防犯活動の充実を図るとともに、市民、
行政、警察の連携を強化し、犯罪が起こりにく
い安全で安心なまちづくりを進めます。

• （危機管理）
• 大規模な事故・事件、武力攻撃事態、新たな感

染症などの危機事象が多様化する中、被害を軽
減し市民の生命・身体・財産を守るために、総
合的な危機管理体制を構築します。

危機
管理
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第３章 基本政策
  基本政策５【安全安心】         「基本構想」４８・４９ページ
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 未来の新座市を、誰もが穏やか
に笑顔で暮らすことができるまち
にするためには、日々の暮らしの
中で安全・安心を実感できる環境
づくりを進めていくことが大切で
す。
 このため、いつ起きるか分から
ない災害への備えを充実させると
ともに、被害を最小限に抑えられ
るよう、自助・互助・共助・公助
の連携による地域防災力の強化を
推進します。
 また、犯罪などの日常生活にお
ける様々な不安の解消に向けた取
組を推進し、市民の平穏な暮らし
を守ります。 



新座市総合計画審議会委員名簿（令和４年度）
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No. 所属 氏名 

1 十文字学園女子大学
教育人文学部児童教育学科教授 星野 敦子 会長

2
立教大学
コミュニティ福祉学部コミュニティ政
策学科教授

原田 晃樹 副会
長

3
跡見学園女子大学
観光コミュニティ学部コミュニティデ
ザイン学科教授

坪原 紳二 委員

4 東洋大学名誉教授 藤井 敏信 委員

5 明成法務司法書士法人代表 高橋 遼太 委員

6 村上法律事務所 村上 俊之 委員

7 新座市町内会連合会元会長 赤川 治男 委員

8 新座市商工会専務理事 山野辺範一 委員

9 社会福祉法人新座市障害者を守る会理
事長 石井 英子 委員

No. 所属 氏名 

10 新座市社会福祉協議会事務局長 高野 光雄 委員

11 新座市ＰＴＡ・保護者会連合会元会長 刈田 友枝 委員

12 新座市文化協会副会長 伊藤まり子 委員

13 （公募による市民） 納谷 眞 委員

14 （公募による市民） 内藤 幸代 委員

15 （公募による市民） 津川 清美 委員

16 （立教大学学生） 鎌田 万葉 委員

17 （十文字学園女子大学学生） 杉山 菫 委員

18 （跡見学園女子大学学生） 森 倖奈 委員



新座市総合計画審議会事務局
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No. 所属 氏名 

1 総合政策部長 永尾 郁夫

2 総合政策部副部長 増田 順子

3 総合政策部政策課長 加藤 智之

4 総合政策部政策課副課長兼
政策係長 長瀬 大輔

5 総合政策部政策課担当 河東 竜太

6       〃 武嶋 淳志

7       〃 石郷 久美歩 

No. 所属 氏名 

8 市民生活部長 一ノ関 知子

基本政策４【市民生活】所管部長

基本政策５【安全安心】所管職

No. 役職 氏名 

9 危機管理監 鈴木 義弘


